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ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

 

 

【全農建値】 

2020 年１１月（税抜） 2019 年１１月（税抜） ※過去 30 年で 3 番目に高い相場 

 １番高い相場は 545 円（2014 年） 487 円/㎏（59 円高） 428 円/㎏ 

 

11 月に入りほとんどの日で 7 万頭を超える出荷量となり供給が増えたが、上中旬は家庭

内消費の需要が強く 500 円前後で推移し、下旬にかけて一服感もあり相場を下げたがそれ

でも例年を上回る相場で推移した。ただし、新型コロナウイルスの第 3 波による影響でＧ

ｏＴｏキャンペーンの見直しや外出自粛要請が出るなど不透明感は高まっている。 

 

12 月以降の動向 

出荷頭数は、12 月は前年同月をわずかに下回ると予測されている。 

冷蔵品輸入量は、新型コロナウイルス感染症の影響により北米工場の作業効率が低下して

いることに加え、北米からの入船遅れが発生していること等から、１１月はかなりの程

度、１２月はわずかに、いずれも前年同月を下回ると予測する。 

冷凍品輸入量は、国内の在庫が高い水準にあることに加え、前年の輸入量が中国における

アフリカ豚熱の影響による先高を見越して多かったこと等から、１１月は大幅に、１２月

はかなりの程度、いずれも前年同月を下回ると予測する。（ＡＬＩＣ 豚肉の需給予測に

ついて 11 月 26 日） 

肉豚インフォメーション（１１月） 



 2 / 5 

ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

 

 

 

 

その他 

家庭内消費の需要は依然として強いため、また例年年末に向けて需要が強まることから

高値基調のまま推移することが予想される。 

鳥インフルエンザの拡大が続いており、それにより鶏肉の出荷に影響が出る場合には、代

替需要として豚肉の需要が高まることが予想される。一方で、豚熱の発生は国内５９例目が

発生して以降、養豚場での発生事例はないが、野生イノシシの感染が確認されているエリア

が拡大していることから、畜産業界全体で飼養衛生管理基準の徹底が求められている。 

 

12 月の相場は堅調に推移する見通し。 

全農建値（税抜）予測レンジは 450 円～530 円とする。 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

 

●１１月の動向 

政府の冷凍在庫保管事業等の経済対策に加え、活発な輸出需要の堅調さもみられたため、

和牛、交雑牛ともに相場は上昇した。一方、GoTo 事業など盛んに実施されたものの、末端

需要は完全回復とはいかず、需要と枝肉価格の乖離も感じられた。 

 

 

肉牛インフォメーション（１１月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

●１２月の動向予測 

出荷頭数は和牛、交雑牛ともに潤沢な見込み。和牛は３、４等級中心に堅調だが、５等級

は特に上物クラスが伸び悩むと予想。一方、交雑牛は量販店需要に支えられ高値相場を維持

するとみる。全体的にみて上旬は強気に展開し、後半に向けて緩むだろう。 

１２月相場は「もちあい」から「やや弱含み」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2650 円（税込み）   A4 等級 2500 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1700 円（税込み）   B3 等級 1550 円（税込み） 

●輸入牛肉 

 牛肉（部分肉）輸入量について、豪州産は干ばつにより生産量が減少し、牛群再構築段階

のため現地価格が高騰している。また、新型コロナ感染拡大により北米工場の作業効率の低

下や北米からの入船遅れが発生していること等から、１０～１２月の輸入量は前年同月を

下回ると見込む。                      （ALIC 統計資料 引用） 

 

 

●消費動向 

新型コロナの再熱により、一部地域では飲食店が時短要請の動きとなっているため、

GoTo 事業の活気も弱まると予測すると飲食向けの消費は一層厳しさが増すだろう。 

一方、量販店需要は好調で、和牛５等級の取り扱いを増やす店舗もあるなど、引き続き小

売向けの動きに期待したい。 

事業年度：4月～3月
部分肉の輸入数量・単価の推移

0

　　　　　　※　数量：Alic国内統計資料　参照
　　　　 　　　　単価：CIF価格　参照
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

●全農茨城県本部家畜市場動向 

 全農茨城県本部家畜市場における素牛平均価格（１１月税込）は、黒毛和種の雌は

635,950 円で前月+83,640 円と上昇、去勢は 794,798 円で前月＋79,886 円と上昇した。 

上場頭数（成立）は 191 頭で前月+36 頭となった。 

 

 

全農茨城県本部家畜市場実績（和牛子牛） (税込）

年間平均 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３０年度　平均単価 739,584 758,415 758,977 702,097 670,813 740,453 733,588 695,610 730,562 817,663 772,253 753,578 741,004

去勢 799,668 816,711 823,902 743,172 742,878 833,022 783,884 741,212 788,635 861,683 842,630 825,098 793,186

雌 657,649 681,419 691,912 645,258 571,413 618,570 672,958 621,506 650,244 747,485 670,910 649,925 670,186

１年度　平均単価 735,223 764,223 752,015 764,621 746,382 726,806 704,141 769,994 740,279 774,343 740,581 708,666 630,626

去勢 791,182 804,333 799,867 842,908 797,996 801,132 732,566 818,370 797,145 846,297 814,402 757,106 682,060

雌 659,697 707,400 675,585 684,447 680,659 631,348 657,786 702,635 661,359 682,919 639,563 633,657 559,009

２年度　平均単価 628,435 597,847 587,552 614,164 605,310 626,590 643,417 630,988 721,612

去勢 691,305 649,837 642,142 674,214 650,911 694,492 709,130 714,912 794,798

雌 553,987 513,364 510,047 545,753 561,990 550,285 562,199 552,310 635,950

３０年度　成立頭数 160 123 185 156 138 139 161 168 157 179 183 169 165

１年度　成立頭数 178 145 187 168 173 127 171 189 259 193 180 149 189

２年度　成立頭数 178 189 196 169 156 169 199 155 191


